
演習課題 –PDE 拡散方程式の差分解法− 
 
【目的】 
	 １次元拡散方程式 

 ∂f
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=ν

∂2 f
∂x2
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を差分法で計算するプログラムを完成させ，安定性について検討する。計算の条件は以下の通

りとする。 

 
【計算条件】	  
 (拡散係数) 	 	    ν=1 [m2/s] 
 (計算する時間)  	  0<t<1000 
 (時間の刻み幅)    以下の３種類について行う。 
	                        Case 1 : Δt=0.1 
	         	 Case 2 : Δt=0.5 
          Case 3 : Δt=0.51 
 (計算格子点) 	 	 	 等間隔 Δx=1 
 (計算領域) 	 	 	 	 0<x<100 
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 (初期条件) 	 	 	 	 ガウス分布 
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Ø 0<x<100 の範囲をΔx=1 の幅で格子点を設置した場合，以下のように格子点の座標を設定
すればよい。 

xi =
1
2
Δx +Δx× (i−1)     for    i =1, 2,3,...,100 . 
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課題 
	 時間に関して Euler 陽解法，空間は中心２階差分を使用したプログラムを完成させ，
Case1〜Case3 の異なる時間刻み幅Δt を使用した場合の結果について，グラフを描き
なさい。 
 
※	サンプルプラグラムでは，時間ステップが100毎に計算の途中結果がファイルに出力され
る。これらすべてを描く必要は無い。f の空間分布の時間変化の特徴が分かるように，適

当な時間間隔でグラフにすること。 
 
	 ※時間：陽解法＋空間：中心差分の計算式は以下のようになる． 

   fi
n+1 = fi

n +
νΔt
Δx2

fi+1
n − 2 fi

n + fi−1
n( )   for    i =1, 2,3,...,100 . 

	 ただし，格子点番号 i = 1 と 100の場合には, 計算領域の外側 f0n  と f101n  の値が上記式の
計算には必要となる．これらの値はコンピュータに記憶されていないので，以下のように境

界条件から各時間ステップ nで推定する． 
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	 つまり，境界に接する格子点i=1とi=100での計算式は， 
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	 	 となる。 
 
 


